
 

         ２０２６年２月全学環境安全管理室等会議・事故災害報告（要約）  

 

・休業４日以上 

25325I 臨床検査技師（男性：６１歳）；スロープを下っていたところアスファルトの継ぎ目に躓き転倒し、左顔

面、左上腕、右足親指を骨折した（休業 20 日）。コートのポケットから手袋を取り出そうとして両手を

ポケットに入れていた。 

 

・休業４日未満 

25319M 事務職員（女性：５１歳）；構内を歩いていたところ、転倒して左肩を骨折した（休業１日）。降雨で路面

が滑りやすくなっていた。 

25322M 副看護師長（女性：５５歳）；駆け足で移動中に廊下の交差路で他者と衝突して転倒し、頭部に打撲

を負った（休業１日）。救急放送があり急いでいた。 

 

・不休業 

25320F 特任研究員（女性：６０歳）；建物ピロティ部分に設置されたガラス壁に衝突し頭部打撲、脳震盪を起こ

した。日没後でも照明が点いておらずガラス面を認識できなかった。 

25326F 教授（女性：５５歳）；駅のコンコースで転倒して右顎下部に裂傷を負った。乗り換え時間に間に合うよ

うに走って移動していた。 

25330F 学術専門職員（女性：５７歳）；構内を歩行中に僅かなアスファルトの盛り上がりに気付かずバランスを

崩して転倒。右足首を剥離骨折した。 

25332F 教授（男性：５３歳）；テーブルタップ本体とケーブル部分の接続部付近を持ち上げた際、火花が散っ

て右指人差し指に火傷を負った（火災認定）。２５年以上前に製造されたタップを使用していた。 

 

・通勤災害 

25321J 特任助教（女性：４７歳）；自転車を運転中、同乗していた子どもが動いたため操作を誤り鉄柱に衝突。

肋軟骨を損傷した。 

25324J 事務補佐員（女性：６０歳）；自動車で退勤中に信号待ちをしていたところ後部から追突された。全身打

撲、むち打ち症状のほか痺れの症状もあった（休業 20日）。 

25331J 研究員等（女性：２６歳）；信号機のない横断歩道を横断中に左からオートバイに追突され転倒。後頭

部と右足首を強打した。 

25333J 派遣職員（女性：５８歳）；満員電車に乗り込もうとしたところ、右足を踏み外して半身がホームと電車の

間に落ちた。落下の衝撃と這い上がる際に左膝を捻挫し、左足甲も負傷した。発車ベルが鳴ってい

る電車に乗り込もうと急いでいた。 

25334J 学術専門職員（女性：５１歳）；駅のエスカレーターを歩行中に転倒し、左手首を骨折した。発車間近

の電車に乗り込もうと急いでいた。 

 

・その他 

25323S 看護師（女性：３３歳）；酩酊した救急搬送患者が暴れるので制止しようとしたところ暴行を受け、右肩を

打撲した。 

 

・人的被害なし、設備災害でない小火あり 

25229Nf M1（男性：２４歳）；実験で発生したすす状のマンガン微粉末を紙ワイパーで拭き取り、金属製ゴミ箱

に廃棄したところ発火した（火災認定）。マンガン微粉末が酸化し、酸化熱で紙ワイパーに引火した

ものと思われる。 

 

 

 



 

 

・人的被害なし、設備災害でない破裂あり 

25327Nb M2（男性：２４歳）；実験中に石英管内部で大きな爆発音が生じた。実験の副生成物で爆発性を有

するクロロシラン系ポリマーが石英管内に付着・堆積しており、これが何らかの原因で急激に反応し

た可能性が高い。 

 

・人的被害なし、設備災害でない機器・施設損傷あり 

25328Nd 助教（男性：３６歳）；レンタカーを運転中に接触事故を起こした。レンタルした車種（ハイエース）の車

体の大きさに慣れていなかった。 

 

以上 教養学部等環境安全管理室 


